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               　 学校だより     

 

 

 

 

　 　 　 　 　 　 　

　 　 校訓　たくましく　心ゆたかに　大きくのびよう  

 

　 　 　 　  いのちを感じる  

　 　 　 　 　  －いのちのポストとカード－  

 

　 「今年は、いのちについてみんなで考えていきましょう。」で始まった１学期。５月の朝会

で早 速 こんな 質問 を して みました。 「 人 にはい のちが あり ます か ？動物 は？花は？ご飯 に

は？私 が ３ ０年 も 使 い続 け て いる このカ ッ プには ？み んなが 毎 日 使っ て いるランドセル に

は？」動物まではほとんどの人が「いのちがある」に手をあげていましたが、花からあとは

段々減っていきました。そして、今日の話を聞いて思ったことを「いのちのカード」に書いて

 「いのちのポスト」に入れてくださいね、と締めくくりました。

　 「いのちのポスト」はあっという間にいっぱいになりました。少し紹介します。

・いのちはつながりだと思います。  ・みんないのちがあるから、物でも大事にしよう。  

・大大大好きなぬいぐるみにもいのちがあることを願っています。  

・昔から『大切にする物にいのちは宿る』と言われているので、私もすべてのものにいのち  

　 があると思います。  

・全てのものが、枯れたり壊れたりなくなったりする。全て終わりがあるからいのちがある  

　 と思いました。     ・いつも遊べるのはいのちのおかげ。  

・みんな車にひかれないように気をつけましょう。いのちを大切にしましょう。  

・ランドセルのいのちは迷いました。動物は、鳥など食べられてしまうから手をあげません  

　 でした。これからいのちのことを考えていきます。  

・カップをプレゼントした人は、校長先生にがんばってねという感情がこめられた特別な  

 いのちがあるカップだと思った。

 肩肘張らず、これからもいのちの話を子どもたちとしていきたいです。

 　 校 地 の 北 西 に 、 大 き く

枝 を 広 げた 木 が あり ます 。

初夏 の風を感じ始めた頃、薄紫のきれいな花を咲

かせます。昭和の終わり頃から始まった半田市と平

村（現南砺市）との交流。平成９年には友好都市と

なり、本校と平小学校の交流が始まり、その交流を

記 念 し て 、 平 成 １ ６ 年 に こ の 「 桐 」 の 木 が 植 え ら れ

ま し た 。 そ し て 、 遠 く 富 山 県 の 平 村 （ 現 南 砺 市 ） の

交流センターには半田市が送った「松」が今も友好の枝を伸ばしています。
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 学校だより「おつひ」はＨＰにも掲載しています。ご活用ください。  

　 乙川東小学校ＨＰ　 https://www.okkawahigashi-e.ed.jp/

１年生　 学年体育

児童会役員とＰＴＡ役員の懇談

５年生　 自転車訓練

３年生　 地域学習　 愛宕神社にて

 ２年生　 夏野菜を育てています クラブ活動が始まりました


